
2007年度 小委員会活動成果報告 
（2008年 1月 8日作成） 

小委員会名 農村環境教育小委員会 主 査 名：重村 力 
就任年月：2007年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

農村計画委員会 委員長名：伊藤庸一 

設 置 期 間    2007年 4月  ～  2008年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

① 農村計画委員会を研究母体として行った文部科学省科研基盤研究（A）「児童
生徒の農的体験を通じた環境教育に関する研究」（平成 11年度―13年度、代
表 重村力）の研究成果をもとに、出版企画、編集を行う。 

② 出版物を題材に公開研究会、シンポジウムを開催する。 
③ 研究成果をホームページ等により公開する。 

委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

重村力（神戸大：主査）、山崎寿一（神戸大）、川嶋雅章（明治大）、伴丈正志（長崎総合

科学大）、内田文雄（山口大）、伊藤庸一（日工大）、糸長浩司（日大）、木下勇（千葉大）、

蟹江好弘（足利工大）、藍沢宏（東工大）、山田晴義（宮城大）、三橋伸夫（宇都宮大）、加

藤仁美、河野泰治（福岡大） 

設置WG 
（WG名：目的）  

2007年度予算 60,000円 ホームページ公開の有無： 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数     ３回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．2007 年度科研研究成果公開促進費（学術図書）への申請が不採択となった
ため、当初の予定にそった活動内容とならなかった。 

２．「田園に学ぶ地球環境」の草稿を修正し、編集作業を進めることができた（出

版社に原稿を渡せる段階まで完了）。 

委員会活動の問題点 
・課題 科研の採否に左右されない活動計画をたてるべきだった。 

 


